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5句圃4

広
報
は
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
広
報
は
毎
月
一
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
に
早
く
届
く
よ
う
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
い
っ
せ
い

に
開
館

マ
魚
遣
水
族
館

魚
津
水
族
館
で
酒
の
動
物
だ
ち
と
、

に
ら
め
っ
こ
し
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か。
今
年
も
、
水
族
館
で
は
豊
富
な
水
産

動
物
を
と
り
そ
ろ
え
る
い
っ
ぽ
う
、
各

コ
ー
ナ
と
も
中
昧
の
充
実
し
だ
も
の
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

神
秘
の
世
界
を
仙
ゆ
く
ま
で
満
喫
し

て
い
疋
だ
き
、
皆
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

企水槽を泳ぎ回る黒だいの稚魚(魚津水族館で写す)

マ
歴
史
民
俗
資
料
館

天
神
山
さ
ん
ろ
く
の
同
館
で
は
、
魚

津
の
考
古
学
資
料
や
、
文
化
・
漁
業
・

農
業
・
山
林
業
怠
ど
の
資
料
の
外
に
民

具
や
、
教
科
書
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
三
百
年
の
伝
統
を
誇
る
優
雅
な
魚

津
漆
器
の
資
料
も
展
示
さ
れ
、
今
年
は
、

市
内
に
あ
る
彫
刻
の
名
作
ガ
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

マ
埋
没
林
博
物
館
し
ん
き
ろ
う

埋
没
林
は
、
霊
気
楼
・
ほ
だ
る
い
か
、

と
と
も
に
魚
津
の
三
大
奇
観
と
し
て
親

し
ま
れ
、
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し
い
学

術
資
料
と
し
て
、
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
貴
重
な
文
他
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。自
然
保
存
館
の
樹
根
は
、
一
千
年
の

樹
齢
と
と
も
に
見
る
人
を
驚
か
さ
ず
に

は
い
ま
せ
ん
。



幸
せ
を

あ

し

だ

明
日
に
つ
な
ぐ

広報うおづ

第3種郵便物認可

51. 4. 1 

火
の
始
末

P
4
年
間
の
市
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
d

4
月
間
日
〈
日
〉
は
、

市
長
、
市
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
』

=司

投
票
は
市
政
参
加
の
第
一
歩
で
す

あ
な
た
の
一
票
が
明
る
い
あ
す
を
聞
き
ま
す

市
議
会
議
員
な
ら
び
に
市
長
の
一
般

選
挙
は
、
市
民
生
活
に
深
い
か
か
わ
り

の
あ
る
選
挙
で
す
。

明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
で
、
四
年
間

市
政
を
託
す
良
い
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
o

v投
票
所
施
設
の
変
更

投
票
所

の
施
設
と
し
て
使
用
し
て
き

た
、
前
東
城
公
民
館
は
、
焼
失
の
た
め

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
片
貝
第
三
投
票
所

片
貝
第
三
ポ
ン
プ
置
場

農
作
業
の
標
準

料
金

農
業
委
員
会
と
農
協
連
絡
協
議
会

や
農
業
技
術
者
協
議
会
で
は
、
協
議

の
う
え
日
年
度
の
農
作
業
基
本
料
金

を
次
の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

ω叩
ア
ー
ル
あ
た
り
作
業
料
金

耕

転

機

九

、

一

O
O
円

う

ち

四

、

五

O
O
円

荒
起

荒
掻
代
掻

ハ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
バ
イ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー

田
植
機

二
、
三

O
O
円

一
一
、
三

O
O
円

七
、
一

O
O
円

一
一
、

0
0
0
円

八
、
五

O
O
円

四
、
六

O
O
円

ω1日
当
り
の
人
夫
質

(
田
植
、

稲
刈
)

男

四

、

五

O
O
円

女

四

、

0
0
0
円

一
畿
機
鱗
畿
機
機
騒
騒
機
機
織

公

布

さ

れ

た

条

例

…

畿
際
機
鎚
闘
機
霞
機
関
幽
闘
機
織

日・

3
・
U
公
布
一

…
i
i
i
i
i
i
i
S
3
3
2
2
g
i
g
s
i

口
魚
津
市
税
条
例
の
臨
時
特
例
に
関
す
一

一
口
魚
津

市

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

る

条

例

一

す

る

条

例

口
魚
津
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

一

…
口
魚
津

水

族

館

臥

鵬

糊

条

例

の

一

部

を

正

す

る

条

例

…

一
改
正
す
る
条
例

口
魚
津
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

一

一
口
魚
津
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
を
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

一

改

正

す

る

条

例

口

旬

…

津
市
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を

一

…

口

魚

津

市

立

博

物

館

の

設

置

お

よ

び

管

改

正

す

る

条

例

…

一
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
口
魚
津
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
一

一

る

条

例

る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

農
地
転
用
『
暫
定
基
準
』

廃
止
の
お
知
ら
せ

農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

水
回
転
用
暫
定
基
準
の
特
例
措
置
に
よ

っ
て
そ
の
転
用
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
特
別
措
置
が

3
月
白
日
で
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。

4
月

1
日
か
ら
は
、

農
地
転
用
許
可
基
準
(
一
般
転
用
基
準
)

に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
許
可

さ
れ
ま
せ
ん
。

1

公
共
投
資
の
事
業
が
行
な
わ
れ
た

農
地
。

2

申
請
目
的
の
実
現
が
確
実
で
な
く

そ
の
面
積
が
必
要
最
少
限
を
上
ま
わ
る

も
の
。

2 一一

3
集
団
農
地
を
蚕
食
し
、
農
業
生
産

条
件
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
共
に
、
附
近

の
農
業
、
水
産
業
並
び
に
公
衆
衛
生
等

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
。

ま
た
、
特
別
措
置
の
廃
止
に
よ

っ
て、

国
道

・
県
道

・
市
道
(五
、
五

μ
以
上
)

に
隣
接
し
て
い
る
両
側
二

0
0
υ
の
範

囲
内
の
優
良
農
地
の
転
用
は
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
宮
内
線
2
2
1
番
)



う
ら
ら
か
な
春
、
さ
あ
l
み
ん
な
で

花
と
緑
の
美
し
い
環
境
作
り
を
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市
の
花
木

さ
っ
き
の
苗
木
を
全

世
帯
に
配
布
し
ま
す

市
で
は
、
昨
年
同
月
、
市
の
木
(
ま
つ
)、

市
の
花
(
か
の
こ
ゆ
り
)
、
市
の
花
木
(
つ

つ
じ
)
を
指
定
し、

市
民
に
広
く
そ
の

植
栽
を
よ
び
か
け
て
、
花
と
緑
の
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
よ
う
に
し

て
お
り
、

4
月
は
、
こ
の
緑
化
推
進
の

も
っ
と
も
よ
い
季
節
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
黒
部
市
石
田
一
七
番
地

宮
崎
竹
雄
氏
(
全
日
本
皐
月
会
副
会
長
、

全
日
本
皐
月
会
北
越
支
部
連
合
会
会
長
)

か
ら
、
魚
津
市
に
対
し
て
、
花
と
緑
の

推
進
の
た
め
に
、
さ
っ
き
の
苗
木
一
万

三
千
本
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で

は
、
市
の
花
木
で
あ
る
つ
つ
じ
(
さ
っ

き
を
含
む
。
)
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
る

と
き
で
も
あ
り
、
こ
の
善
意
を
受
け
る

こ
と
に
し
、
各
世
帯
に
対
し
、
一
本
あ

て
、
さ
っ
き
の
苗
木
を
配
布
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
苗
木
は
、

4
月
上
旬
に
区
長
さ

ん
か
ら
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
市

民
の
皆
様
は
、
こ
の
善
意
に
応
え
て
、

さ
っ
き
の
苗
木
を
植
栽
し
て
そ
の
美
し

い
花
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
苗
木
の
植
え
方
を
、
次
に
説

明
し
ま
す
。

土水
は
け
が
よ
く
、
保
水
力
が
あ
り

保
肥
力
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、
通
気

性
が
あ
り
、
清
潔
な
も
の
が
よ
い
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
み
た
す
最
も
理

想
と
す
る
も
の
は
鹿
沼
土
で
、
で
き

れ
ば
、
山
苔
又
は
、
水
苔
を
ぬ
がれ
を

ほ
ど
よ
く
混
合
し
て
用
い
る
。
川
砂

で
あ
れ
ば
、
必
ず
山
苔
又
は
水
苔
を

併
用
す
る
。

用
土
の
作
り
方

微
粉
を
フ
ル
ヰ
で
と
り
除
き
大

・

中

・
小
の
三
種
に
分
け
中
・
小
に
、

用

山
苔
又
は
水
苔
を
混
ぜ
ま
す
。

鉢
鉢
は
、

5
寸
素
焼
の
深
鉢
を
水
に

浸
し
て
(
約
加
分
位
)
水
を
き
り

植
付
け
ま
す
。

苗
木
は
八
方
に
棋
を
ほ
ぐ
し
、
鉢
に
入

る
大
き
さ
に
切
り
つ
め
ま
す
。

植
え
二
み
方
は
鉢
底
穴
を
で
き
れ
ば
荒

自
の
網
で
(
大
粒
が
通
ら
な
い
程
度
)

ふ
さ
ぎ
、
大
粒
の
用
土
を
2
で
灯
位
入

れ
、
中
粒
を
中
央
に
山
形
に
盛
り
、
ほ

ぐ
し
た
苗
木
の
根
が
冠
る
様
に
据
え
、

中
粒
と
小
粒
の
順
で
用
土
を
苗
木
の
つ

け
根
を
少
し
鉢
か
ら
露
出
さ
せ
る
位
の

位
置
で
根
の
回
り
を
突
い
て
す
き
間
の

買
っ
て
く
、
だ
さ
い
。

だ
ば
こ
は
市
内
の
小
売
屈
で

な
い
よ
う
に
、
又
締
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に

植
付
け
ま
す
。

植
付
け
が
終
っ
た
ら
、風
な
ど
で
根
が

動
か
な
い
よ
う
に
、
竹
の
細
棒
な
ど
を

添
え
固
定
し
ま
す
。

潜
水
と
置
場
所

植
え
込
み
が
終
っ
た
ら
鉢
底
か
ら
水

が
流
れ
出
る
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
水
を
か

け
ま
す
。
置
場
は
、
約
一
週
間
は
日
陰
に

お
き
、
朝
は
た
っ
ぷ
り
、
夕
方
は
葉
水

程
度
に
濯
水
し
、
少
し
づ
つ
直
射
日
光

に
あ
て
、

一
週
間

1
m
日
間
位
で
根
は

活
着
し
、
芽
の
動
き
が
あ
っ
た
と
き
水

肥
(
油
カ
ス
三

O
O倍
前
後
の
)
を
施

し
ま
す
。

こ
と
し
の
米
づ
く
り
に

つ
い
て

企盆栽作りのサツキ

マ
気
象
条
件
に
対
応
し
た
肥
培
管
理
が

大
切
昨
年
の
多
収
の
経
験
は
、
お
互
い
に

自
信
と
希
望
を
も
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
天
候
に
支
配
さ
れ
な
い
安
定
し

た
多
収
技
術
を
地
域
ぐ
る
み
で
確
立
し

#
?
し
ょ
、
っ
。

マ
う
ま
い
米
を
多
収
し
て
主
産
地
と
し

て
の
地
位
を
確
保
し
よ
う

食
糧
の
自
給
力
を
高
め
所
得
増
加
の

手
段
と
し
て
、畜
産
、
国
芸
の
振
興
が
は

か
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
増
加

(
反
)
に
よ
っ
て
水
稲
面
積
の
減
少
が
考

惨
な
つ
か
し
い
田
植
風
景

え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
米
の
単

位
当
り
収
量
増
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
と
と
も
に
消
費
地
で
喜
ば
れ

る
米
(
品
種
)
の
生
産
拡
大
を
は
か
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

一一 3 一一

マ
地
力
の
増
強
は
ま
ず
家
畜
ふ
ん
原
の

土
地
還
元
と
乾
固
化
か
ら

気
候
の
順
調
な
時
は
地
力
の
効
果
は

少
な
い
が
、
不
順
な
年
に
は
地
力
が
生

産
を
大
き
く
引
離
す
も
の
で
す
。
異
常

気
象
の
発
生
し
た
場
合
、

地
力
の
荒
廃

は
大
き
な
不
作
に
つ
な
が
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

「
一
枚
の
木
の
葉
も
土
に

返
せ
」
の
精
神
で
大
型
水
田
の
熟
田
化

促
進
を
は
じ
め
、
湿
田

・
半
湿
田

の
地

下
水
位
の
低
下
対
策
等
の
改
良
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
、
畜
産
農
家
と
の
連

け
い
に
よ
っ
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
土
地

還
元
を
強
力
に
推
し
す
す
め
た
い
も
の

で
す
。
黒
部
農
業
改
良
普
及
事
務
所
魚

津
支
所
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目ざして不況下に組まれた

3
月
定
例
市
議
会
は
、

3
月
6
日
か

ら
聞
か
れ
、
日

日
に
終
了
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
日
年
度

一
般
会
計

予
算
案
な
ど
、
初
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
の
基
本
方
針

施
政
演
説
の
中
で
は
「
住
み
よ
い
魚

津
市
」
を
つ
く
る
。
「
豊
か
な
魚
津
市
」

を
つ
く
る
。
「
明
る
く
健
康
な
魚
津
市
」

を
つ
く
る
こ
と
を
柱
と
し
て
、
愛
と
う

る
お
い
の
あ
る
魚
津
市
政
を
推
進
す
る

ニ
と
が
基
本
方
針
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
組
ま
れ
た
、
今
年

の
予
算
の
概
要
を
見
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
内
容

今
年
も
ふ
る
さ
と
帰
り
招
待
会
を
実
施

口
総
務
費

今
年
も
市
出
身
者
の
ふ
る

さ
と
帰
り
招
待
会
が
計
回
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
と

し
て
街
路
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

l
、
防
必

棚
、
防
犯
灯
な
ど
の
新
ぷ
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
市
長
は
じ
め
、

市
議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
の

任
期
が

満
了
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
選
挙
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
福
祉
の
充
実
を

口
民
生
費

昨
年
に
引
き
続
き
老
人
や
、

心
身
障
害
の
忠
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
、

重
度
心
身
障
害
者
年
金
、
生
活
困
窮
者

の
媛
議
、
福
祉
手
当
、
ね
た
き
り
老
人

寝
具
乾
燥
事
業
、
身
体
障
害
者
住
宅
改

善
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、

「
ち
び
っ

子
広
場
」
の
地
設
の
充
実
と
、
児
童
ク

ラ
ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
私
立
保
育

園
に
運
営
資
金
の
貸
付
け
な
ど
を
行
い

ま
す
。母
子
一智
祉
に
つ
い
て
は
、
母
と
子
の

生
活
指
導
育
成
と
母
子
世
帯
小
口
事
業

貸
付
金
の
増
額
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
健
康
管
理
に
万
全
を

口
衛
生
費

住
民
の
健
康
管
埋
と
病
気

の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
予
防
接
種

・

住
民
検
治

・
成
人
病
検
治
な
ど
を
行
な

い
、
日
峨
、
祝
日
の
急
放
診
療
業
務
を

委
託
し
て
、
急
救
忠
者
の
救
議
措
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
山
崎
境
衛
生
事
業
と
し
て
薬
剤

の
欣
布
、
し
尿
、
ゴ

ミ
の
収
集
処
埋
を

徹
底
し
て
、
防
疫
と
明
る
い
環
境
の

町
づ
く
り
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

経
団
漁
港
な
ど
を
充
実

口
農
林
水
産
業
費

従
来
、
行
な
っ
て
き

た
ほ
場
撚
備
事
業
、
農
業
梢
造
改
善
事

業
、
米
生
産
調
鴨
対
策
事
業
、
農
業
近

代
化
地
ぷ
幣
備
事
業
、
図十
一富
市
産
振
興

対
策
事
業
な
ど
に
助
成
す
る
ほ
か
、
新

し
く
老
朽
た
め
池
幣
備
事
業
、
農
道
舗

装
事
業
や
、
山
村
振
興
地
域
事
業
、
非

補
助
ほ
場
純
一品
備
事
業
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
土
地
改
良
、
農
道
終
備
、
林

d 名口 入居託小 口 つのく尚 三業策船 地道
女王 所 観観 れ街 、零 商中 て宇佐漁場のな迎水す開
化城 な 光光 るの市細 工小 い持港地 J辰ど ~n~ 産る t没
財会ど費案こ近物 企 業零 ま管の，;文興を防背こや
の戻 の 内 と代産業費綱す埋管のと継J!::でと改
し館 観魚、 板 に化の者 企 。に埋建経続対はに良
しの 光津 な な J旨!仮の~rI:業 万 i'i，没旧す策 、計事
頭火 案ま ど っ j持路振融 の 全をが漁る 、l主回 二業
災内っ て育の興対振 を計計港ほ漁培さを
li板り い成 ~11: 資策興 期上上修か獲漁 h
庇のや ま 事 リ長金とを すしさ築 、共業て前
21泣市 す業 、のし こてれ事内済振い年
七 置内 。に持地て と、、業水 事興 ま同
弓 や史 力に額 、 に抑ltJrや而業 、す機
た パ 跡 を商問仁ド な i往し船i.((J. :対漁。実
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市民サービスの向上を4

司
建
設
が
進
む
経
団
漁
港
の
船
揚
場

総
合
公
園
の
建
設

口
土
木
費

市
道
の
新
設
改
良
事
業
と

し
て
、

一
億
二
千
五
百
万
円
、
前
年
度

対
比

一
七
八

・
五
行
と
大
幅
に
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
継
続
事
業
と
し
て
、
北
鬼

江
、
青
島
線
道
路
改
良
事
業
、
金
山
谷

・
北
山
線
道
路
改
良
事
業
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
都
市
計
画
事
業
で
は
、
加

積
地
区
都
市
改
造
事
業
費
二
億
七
千
万

円
、
馬
出

・
友
道
線
街
路
事
業
費
九
千

万
円
、
総
合
公
園
築
造
事
業
費
二
億
八

百
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
駅
前
地
区

街
路
舗
装
事
業
と
し
て

一
千
二
百
万
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
力
を
強
化

口
消
防
費

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
台

小
型
動
力
ポ
ン
プ

三
台
、
防
火
水
槽
二

基
、
消
火
栓
の
新
設
な
ど
に
よ
っ
て
消

防
機
動
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
置

場
の
新
設
費
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
布
施
小
学
校
体
育
館
改
築
な
ど

口
教
育
費

松
倉
小
学
校
坪
野
分
校
体

育
館
新
設
事
業
と
し
て
、

一
千
五
百
四

十
三
万
円
、
西
布
地
小
学
校
体
育
館
改

築
事
業
費
五
千
七
百
五
十
二
万
円
、
上

野
方
小
学
校
プ

l
ル
新
設
事
業
費
二
千

三
百
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
改
築
し
て
い
る
、
道
下
、
経

団
の
両
小
学
校
を
完
成
す
る
た
め
に
、

三
千
八
百
三
十

一
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

学
校
の
夜
間
管
埋
を
待
備
会
社
に
委

託
す
る
こ
と
に
し
、
教
材
、
教
具
の
充

実
と
父
兄
負
担
を
な
く
す
る
た
め
に
、

需
用
費
の
増
額
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

幼
稚
閣
の
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、

大
町
幼
稚
困
の
改
築
費
五
千
九
百
七
十

万
円
が
計
上
さ
れ
、
社
会
教
育
振
興
の

た
め
に
各
種
学
級
の
開
設
費
や
、
公
民

館
新
設
費
三
千
三
百
四
十
七
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
球
愛
好
者

の
要
望
に
応
え
、
市
営
野
球
場
経
備
費

四
百
六
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
災
害
復
旧
費

過
年
度
に
発
生
し
た

河
川
・

道
路
、
農
業
用
地
ぷ
や
林
道
の

災
害
か
所
の
復
旧
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

っ
て
い
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

道
路
占
用
料
、
諸
証
明
手
数
料
、
入
場

料
な
ど
を
県
下
な
み
に
引
き
上
げ
を
は

か
り
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
歳

出
に
見
ム
ヨ
ノ
園
、
県
の
負
担
金
、
補
助

金
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
債
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
の
振
替

え
分
を
含
め
て
、
前
年
度
対
比
二
O
九

・
凶
行
の

四
億
四
千
四
百
六
十
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
前
年

の
実
績
に
よ
っ
て
、
確
実
に
見
込
ま
れ

る
額
を
検
討
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

主
な
議
案

口
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

口
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

ロ
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

口
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

口

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
四
補
正
予

算
(
印
年
度
分
)

肝

村

長

特

例
特
情
…

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
総
合
体
育
館
…

冒

L
園
島
E
L

i
'ーば
か

り

い
る
よ
り
と
て
も
気
分
転

…

田園・・・田園田園田・
E・E・---------司---・暗闇
aH4

・

Hhh-----------EEF

し

E-闘阻
圃

-a・
悶
沼
崎岨
r
y
.
一

h----.，phv
話

換
に
な
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。

一

回
調
酒
調
掛
構
想

L
・

司

-

h

凶

J

J

M
体
育
館
内
は
、
と
て
も
す

E
L

--圃
1
I
J
?
と
十回‘，

嗣
J
1
h
w臨

4

・・・圃

・.
一

?

口

弘

副

腎

艇

恥

園

…

a
r
¥一札
者
付

く
、
ほ
か
の
王
婦
の
方
と
一
緒
に
パ
…

圏
寸
λ
剣

幽

・

彊

圃

圏

一

4
a

・E・Z4明鍔
ト

ミ
ン
ト
ン
を
し
た
り
、
器

具

喜

一

--F聞T
1
2
1
a
1
・
1J
Ma-----聞唱明
週
明

aa・園
周
盟
副

司

Aaa-------
・1

毛
伊
彰
収

園
田

一一J
H
1
f

品
川
岨
圃
験
炉
醐
随

一

J

1

1

i

っ
て
運
動
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
と

一

回
国

一i!
?

岬
札
、

-L
d

h
F
h
-
-
-
E

圃.，
E
F

J
必
量
調
則
頃
闘

争

目
下
酎dah
-噛

E
rM問
一

子
供
と
一
緒
に
来
て

い
る

の
で
す
て
も
た
の
し
い
で
す
。

一

輔
副

-
hJi・
4組
閣

臨

国

副

一

が
、
主
婦
で
あ
り
ま
す
の
で
、
家
に

一時
斗
圃
罵
可
?
44

5月
の
歩
こ
う
会
…

歳

入

の

主

な

内

容

一

-
E

・・目圃咽
E
圃

・

5

月

の

歩

こ

う

会

は

、

9

日

松

倉

城

一

日
-
圃
一

r・
・
開
聞
聞
週
』
沼
.
4
3
E
E
E
1叶
幽
・

一
・

1
u圃
醜

羽

割

引

れ

劃

祉

方

面

へ

行

き

ま

す

。

…

市
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の

一

時
・

「

圃

圃

園

ド

ド

L
E
電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
加
分
発
坪
野
一

部
改
正
に
よ
る
住
民
税
の
均
等
制
峰
一

-E繭闘闘
噌
冨
E
S通

行
き
パ
ス
に
乗
車
、
北
山
下
車

|
池
谷

…

自
動
車
税
率
の
引
き
上
げ
や
、
固
定
資

一
回

E幽
・

圃

陽

子

え

官

l
小
菅
沼

-
2
E
-
z
z
z…

産
税
の
評
価
替
え
な
ど
を
勘
案
し
て
、

…
田

町

圃

・

・

・

'

畜

帰

り
は
鹿
熊
か
り
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
一

十
四
億
六
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
一
・
『

1
圃
・
闘
聞
け

j
u--fE

参
加
者
は
、
午
前
8
時
日
分
ま
で
電
一

地
方
交
付
税
で
は
、
そ
の

一
部
が
市

一

-
-d圃
聞

1
1
J詞

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

。

一

償
に
振
替
え
ら
れ
た
の
で
、
七
億
九
千

一
圃

EE---・冒・
-EE固ま
た

、
ズ
ッ
ク
等
は
必
ず
は
き
、
中
食
e

万
円
と
前
年
度
対
比
九
四

J
rと
な

…
砂
マ
マ
さ
ん
達
の
の
び
や
か
な
プ
レ
イ

ハ
ス
代
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

一

5 -
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表で見る予算構成
千円 千円 % 

一 骨量 iコ』=ζ 4，145，400 4，867，900 117.4 

午寺 5j1] ~ 計 936，133 1，132，612 120.9 

下水道事業 16，000 16，032 100.2 -6.. 

簡易水道事業 8，914 9，746 109.3 

国民健康保険事業 757，000 937，750 123.8 

農業共済事業 154，219 169，084 109.6 

年
lま

メEコ入 言十 5，081，533 6，000，512 118.0 
企予算審議の3月定例市議会 火災ガ

一般会計歳入

区 tノ71、 50 年度 51 年度 前年対比 構成比
当初予算額 当初予算頒

f-I'] r.I'1 % % 

1.rn 平見 1，300，000 1，4β0，000 112.3 30.0 
2.地方議与税 15，000 30，000 200.0 0.6 

3・娯交楽地付設利用税金 13，000 15，000 115.4 0.3 

4・交自動車付取得手金見 33，000 35，000 106.1 0.7 

5.地方交付税 840，000 790，000 94.0 16.2 

6・特交通別安交全付対策金 4，600 5，700 123.9 0.1 

7・分負担担金及び金 160，970 237，699 147.7 4.9 

51年度の主な事業 多発

700万円以上のもの し
①第 2次農業構造改善事業(道下地区)58，206T-I'I て
-守体営農道路備事業 15，900" し¥坪野地区)550m 

まo農(免金道路幣備事)業 34，146" 山谷地区 1，020 m す
①老朽ため池等~，it:備事業(大菅沼) 10，160 " 。
①団(体六営郎農丸道地3区ili装).事l業，150m 17，539 " 

ヌをL 団体営林道関，没~p;.業
76，800 " ① (成谷・270m.:'1正沢・40001，大;tl:i召・300m)

8使手 用料及び 79，571 93，465 117.5 l.9 数料

経団漁港{I多築事業
114，000 " ヨ|① |坊砂堤・35m，用地買収)

9.国庫支出金 882，008 1，075，702 122.0 22.1 
10.県支出金 359，136 432，946 120.6 8.9 
1l.財産収入 53，207 17，587 33.1 0.4 

①経団漁港関連道路建設事業480m 51，300 " き
o北(用鬼地江，買青収島)線道路改良事業 42，927 " 出帝

12.寄 1I付 金 33，440 36，510 109.2 0.8 
13.繰 越 L玉it: 90，000 100，000 111.1 2.1 
14.諸 収. 入 69，168 93，691 135.5 l.9 

15. iI1 {賞 212，300 444，600 209.4 9.1 

メEコ入 言十 4，145，400 4，867，900 117.4 100.0 

①都市改造事業 (建物等移転補償) 270，030" め
①街路事業(建物等移転補償) 90，020 " 

て総(合公園築造事物業
① 用地買収，建移転) 208，020 " 

火
①上野方小学校プール建8ぷm事)業 23，000 " の25m X13m・10mX 

一般会計歳出

坪野分校体育館新設事業 v

15，4.30 " 

点本実
① 10m X 17m. 170m' 

①西布地小学校体育館改築事業
57，520 " 20m X30m・600m' 。

区 分
50 年度 51 年度

前年対比 構成比
当初予算額 当初予算額

①大H汀幼碓園改築事業 623m' 59，700 " 

①西布地公民館建設事業 336m' 33，470" 
F円 下1'1 % % 

1.議 t3』2 費 68，953 73，699 106.9 l.5 

2.*企 務 'f'i 612，635 692，577 113.0 14.2 

①老朽ため池整備事業(北山地区) 9，856 " 
①過年公共災害復旧事業(農林) 21，617/1 

①失業対策事業 95，527 " 
3.民 生 費 994，231 1，012，860 101.9 20.8 ①県単土地改良事業 8，000 " 
4.1桁 生 費 141，653 159，411 112.5 3.3 

5.労 1動 費 95，363 95，727 100.4 2.0 

6.農林水産費 510，886 757，914 148.4 15.6 

①非(主大ili肋菅ほ沼場，升整方備、事島業尻， !.克熊) 60，930 " 

県(営林又憎道開設岳事業 14，690 " ① )}IJ ヶ ，坪lJ.!-f古鹿熊線)
7.商 工 費 81，664 101，279 124.0 2.1 ①公団造林事業(平沢"i:-:j尻， 5]1]又) 19，202 " 
8.土 木 費 441，977 916，967 207.5 18.8 ①経旧漁港船持場建設事業 36，500 " 

9. ?肖 |坊 費 121，963 132，430 108.6 2.7 ①市道改良事業 70，000 " 

10.教 育 費 837，106 626，784 74.9 12.9 

1l.災 害 復旧費 30，077 27，959 93.0 0.6 

12.公 {責 費 178，392 205，293 115.1 4.2 

13.諸支出金 500 15，000 3，000.0 0.3 

①市道知i装事業 55，000 " 
①駅前地区街路舗装事業 12，000 " 

①第14分団器具置場新築工事 82.5m'7，260" 

①経旧小学校~，it:備工事( 内装 ) 510m' 18，380 " 
①道下小学校整備工事(内装)553m' 19，930 " 

14.予 f蒲 費 30，000 50，000 166.7 l.0 

ぷtコ入 4，145，400 4，867，900 117.4 100.0 

①たてもん収蔵庫建設工事 10，800 " 
118.8m' 
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水
道
予
算
の
概
要

配
給
水
管
の
修
繕
費
、
不
良
メ
ー
タ
ー

取
替
費
、
検
針
と
集
金
委
託
料
、
職
員

費
、
減
価
償
却
費
や
長
期
債
の
利
子
な

ど
で
、
前
年
度
よ
り
二
五
行
多
い
一
億

二
千
百
九
十

一
万
七
千
円
が
予
定
さ
れ
、

前
年
度
に
引
き
続
き
千
二
百
二
十
三
万

六
千
円
の
欠
損
金
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
は
、
必
年
の
オ
イ
ル
、
シ
ョ

ッ

ク
に
端
を
発
し
た
一
連
の
物
価
上
昇
と
、

こ
れ
に
伴
う
人
件
費
の
上
昇
が
、
水
道

料
金
の
増
収
を
上
回
っ
た
結
果
に
よ
る

も
の
で
、
こ
の
ま
、
放
置
す
れ
ば
、
公

営
企
業
と
し
て
の
正
常
な
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
日
年
度
の
水
道
事
業
会
計

予
算
の
概
要
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

広報うおづ
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〈
V

収
益
的
収
支
で
欠
損
が
見
込
ま
れ
る

水
道
企
業
の
損
益
を
表
わ
す
収
益
的

収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、
現
行
料
金

体
制
の
ま
、
見
積
収
、
水
道
料
金
や
受

託
工
事
費
な
ど
で
前
年
度
よ
り
一
八
許

多
い
一
億
九
百
六
十
八
万

一
千
円
が
見

込
ま
れ
て
い
‘ま
す
。

一
方
、
支
出
で
は
、
給
水
工
事
費
、

市
中
往
来
南

市画
升与-"--
ι 山f家
云き

δん

~ (61) 
蒐歳

宮川升山さんと

その作品の部分

升
山
さ
ん
は
本
名
次
回
で
、
一
四
歳

の
と
き
か
ら
当
時
の
南
宗
画
家
島
崎
持

H
A
，
 

~翁
画
伯
に
師
事
し
、
師
ガ
没
す
る
ま
で

子
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
ま
し
だ
。

升
山
さ
加
の
最
も
得
意
と
す
る
も
の

は
花
鳥
画
で
、
師
の
没
後
、
南
画
会
に

入
会
し
て
制
作
に
励
み
、
入
選
、
入
賞

は
二
十
数
回
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

漢
詩
は
、
春
日
井
柳
道
さ
ん
に
学
び
、

霊
園
は
中
村
春
堂
さ
ん
の
憲
一
香
会
で
学
ば

れ
ち
そ
の
画
格
は
三
絶
の
妙
を
表
現
し

ど
で
あ
ま
す
と
こ
ろ
ガ
あ
り
ま
せ
ん
1

h

ハ，

5
な
み
じ
氏
は
甲
信
風
流
府
茶
の
師

範
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
回
年
度
に
は
、
検
針
や
集

金
の
隔
月
化、

工
事
を
施
工
す
る
場
合

の
材
料
な
ど
を
施
工
者
持
ち
に
改
め
た

り
、
日
年
度
に
は
、
料
金
の
口
座
振
替

制
を
採
り
入
れ
る
等
の
方
法
を
講
じ
て、

経
営
の
合
理
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
措
置
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
に
経
営
の
悪
化
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
日
年
度
中
で
あ
っ
て
も
料

金
の
見
な
お
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

〈
〉
資
本
的
収
支
の
内
容

水
道
事
業
の
建
設
改
良
事
業
を
表
わ

す
資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、

言轟軽率
J越とめ吉 島 100，000円

中村輝元新角川一丁目 20，000円

伊東実湯 上 15，000円

よ島孝夫弘警J点 30，000円

林秋男友 道 30，000円

笹木 豊本町 二丁目 30，000円

関口忠雄天神野新 20，000円

北山 一雄大 光 寺 20，000円

北野 孝保新 宿 10，000円

先名 弘火の 宮 町 10，000円

五十嵐かね新 宿 100，000円

晒屋孫人友 道 100，000円

石崎真一 村木町 20，000円

大野三郎文化町 20，000円

岩崎幸作新金屋二丁目 10，000円

河村かとり本江新町 10，000円

今井金次郎湯 上 10，000円

佐々木定信金山谷 1，000円

青木節三鴨川町 34，200円

吉野睦子大 光 寺 .5，000円

魚津市教育委員会 3，665円

友田道治 3，000円

匿 名 10，000円

中川尋枝主 北鬼江国鉄官舎衣類 37点 富山ルンビニ園へ
害実; f口

谷井真章上野方住宅衣類 7点

北陸電力側魚津営業所 内 JVjidp ) 5 汚I~
魚津労働基準監督署 ~~.{ • ~: I~ 5~VJ ~~ ) 1 i~I; 
魚津市農業協同組合 川 1・IJ ~JÎ. IlH 

(3.4.5JJ ぅ)-)10・呪"
(魚津善意銀行)

4
司
日
本
一
う
ま
い
水
道
水

三
千
七
百
万
円
の
企
業
債
を
予
定
し
て
、

支
出
で
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
の
今
年

度
施
行
分
と
し
て
四
千
五
百
八
十
七
万

一
千
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

立ロの】し

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

返典香

ご寄付(敬称略)

こ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
今
年
の
冬
、

地
下
水
が
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

融
雪
用
に
大
量
の
水
道
水
が
使
用
さ
れ
、

能
力
以
上
の
給
水
を
行

っ
た
た
め
、
一

部
高
地
で
断
減
水
し
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た

め
地
下
水
源

一
か
所
を
新
設
す
る
こ
と

に
し
、

石
垣
地
区
他
十
二
地
区
に
配
水

管
を
布
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

亡
の
よ
う
に
、
収
入
が
支
出
に
対
じ

八
百
八
十
七
万
一
千
円
の
不
足
額
が
生

じ
ま
す
の
で
、
今
年
度
損
益
勘
定
留
保

資
金
と
建
設
改
良
積
立
金
で
補
て
ん
し
、

収
支
の
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

金

埋没林館の喜捨額

一一 7 一一
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都
市
に
は
、
住
宅
、
商
庖
、
工
場
、

な
ど
、

い
ろ
ん
な
種
類
の
建
物
が
建
っ

て
い
志
す
。
こ
れ
ら
が
混
ざ
り
合
っ
て

い
ま
す
と
、

生
活
環
境
や
産
業
活
動
に

悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
ら
な

い
よ
う
に
用

広報うおづ
第3種郵便物認司

51. 4. 1 

途
地
域
を
定
め
、
快
適
な
生
活
環
岐
を

作
る
こ
と
を
目
的
に
指
定
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
市
の
現
行
の
用
途
地
域
は
、
山
旬
年
ロ

月
初
日
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

後
、
よ
り
よ
い
生
活
環
岐
と
用
途
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
そ
の
案

を
ま
と
め
別
図
の
と
お
り
一
部
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
変
更
し
よ
う
と
す
る
内
容

工 i~j主 正信 I也ili: {主 i}}・5合均、す- 専第 種用

業 工 業 I;~ 活 用- 用 1 途
指r刃~三. 

jt!!. 
業
I也 性行 I也 地干位岳 I也f和LE: 

I也
f也 域

積面
お矢 域 域 域業 域 域居 域居 主Hの

( 

431 46 50 27 24 194 69 21 現
..-....、

ク

。 。。。'0 。。。 i-r タ

431 46 51 27 36 180 69 21 変
/レ
) 

史.。 。 3 。。 7 。。 白9

@
用
途
地
域
決
定
ま
で
の
手
続
き

市
で
は
、
こ
の
用
途
地
域
の

一
部
を

指
定
変
更
す
る
た
め
の
手
続
き
を
次
の

要
領
で
行
な
い
ま
す
。

①
魚
津
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
(
案
)

の
閲
覧

日
年
4
月
5
日
か
ら
日
年
4
月
刊
日

ま
で
(
二
週
間
)

②
魚
津
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

日
年
4
月
初
日

ω午
前
日
時
か
ら
市

役
所
大
会
議
室
で

③
魚
津
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
(
案
)

縦

覧

(

二

週

間

)

④
日
年
7
月

初

旬

決

定

の
予
定

。
建
築
物
の
制
限
内
容
に
つ
い
て

用
途
地
肢
は
、
七
種
類
あ

っ
て
そ
れ

ぞ
れ
建
物
の
用
途
を
制
限
す
る
内
容
が

迎
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
形
態
に
よ
る
制
限
に

は
、
建
ぺ
い
卒
、
容
相
率
、
高
さ
、
斜

線
制
限
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
極
知

ご
と
に
追

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
制
限
内

容
の
詳
細
は
、
「
建
築
基
準
法
」
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
都
市
計
画
用
途
地
域
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
に
こ

述
絡
く
だ
さ
い
。(宮
内
線
2
8
3
番
)

第
6
回
富
山
県
青
年
の
船

派
遣
団
員
を
募
集

マ
訪

問
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

(マ

ニ
ラ
・
パ
ギ
オ
・
セ
ブ

)

マ
募
集
団
員
九

O
名
(
魚
津
市
四

名
)

マ

時

期

日
月
上
旬
吉
凶
日
間

マ
募
集
期
間

4
月
同
日
か
ら

5
月

同
日
ま
で

マ

負

担

金

約

六

万

円

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
等
は
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

(
宮
内
線
2
2
5
番
)

hv
出
港
を
待
つ
青
年
の
船

市
内
の
文
化
誌
つ
む
ぎ
杜
の
つ
む
ぎ
創
刊
却
周
年
を
記
念
し
て
、次
の
と
お

り
講
出
会
が
開
か
れ
ま
す
か
ら
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
9
日
川
午
後
1
時
よ
り

場
所
魚
津
市
農
協
会
館
4
階
大
ホ
l
ル

講
師
逸
見
久
美
先
生
(
青
山
女
子
短
期
大
学
講
師
)

文
化
誌
つ
む
ぎ
創
刊
初
周
年

記

念

文

芸

大

講

演

会

演
題

地
方
文
化
誌
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て

後主
抜 1m

つ
む
ぎ
社

魚
津
市

魚
津
市
教
育
委
員
会

魚
津
青
年
会
議
所

一一 9 一一
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一一春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

車
の
あ
と
に

JVT
4
丹

6
日
か
ら
悶
固
ま
で
の
刊
日
間

4
月
は
、
新
大
学
ゾ
新
入
園
の
時
期

で
、
な
れ
な
り
牢
一
活
な
ど
か
ら
交
通
事

故
に
あ
い
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、

4
月
6
日
か
ら
日
日
ま
で
の
叩

日
間
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
J

気
候
も
暖
か
く
を
り
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
や
、
居
眠
り
運
転
に
よ
る
事

故
な
ど
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
充
分

注
意
し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

マ
重
点
項
目

.

O
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
事
故
防
止

O
自
転
車
z
の
安
全
利
用
の
推
進

O
生
活
ゾ
ー
ン
の
規
制
と
整
備
の
再

』
F

居
眠
り
に
よ
る
早
朝
の
転
落
事
故

検
討

。
こ
れ
ら
の
運
動
を
有
効
に
推
進
す
る

た
め
、
次
の
特
別
デ
l
を
設
定
し
て
交

通
安
全
の
普
及
に
努
め
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

4
月
6
日

市
民
総
監
視
の
日

各
種
団
体
の
長
等
に
よ
る
街
頭

監
視

4
月

8
日

自
転
車
安
全
指
導
の
日

街
頭
で
自
転
車
の
安
全
点
検
と

正
し
い
乗
り
方
を
指
導

4
月
刊
日

ま
た
車

歩
行
者
天
国
の
日

市
街
地
の
道
路
の
一
部
を
車
両

通
行
止
め
に
し
て
歩
行
者
に
開

放
す
る
。

4
月
刊
日

一
日
婦
人
交
通
謀
長
の
日

交
通
安
全
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
を
一

日
交
通
課
長
と
し
て

市
民
の
交
通
事
情
を
調
査
す
る
。

O
こ
れ
ら
の
行
事
の
ほ
か
に
毎
日
朝
の

通
学
時
間
帯
に
学
校
周
辺
で
指
導
、

取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

に 為やス会等が
防こが云キがに始 4
止れ予 LLを 多よま月 一畠4

しら想、宍ねくるりに 芳三孟
てのさよらなレ、な F 事

安各れつつりジ又る 〆7、
全極まばて まヤゴと V ノ

な犯すら」す I I 惇皐畠
暮罪 。いあ 。でル山 防n
にきこ家デや 二二二

し 事 よ巣うをン回 4菟日
を故 る 」 しあウで回す... 
守を 迷のたけイの γヱ壬E
る 未 惑被心る|仕 ~ .}.ξE 

た然 行 害 の機ク 事 ?動

。(Q)(Q)(Q)(Q)マ を笑め 5
農少水風行重お施に ロ
繁年死俗楽 点 願さ 月
期保、 環 地事いれ次 15
の護火境な項しまのロ
あ活あのど はますよ T
き動そ浄の次す 。う皐
巣のぴ化暴 の 。市な で
の推の 力と 民春
予進防 行 お 各の
防止為り位防

グ〉て'グ)d巴
排す ご運
除。 協動

力が

した。 また、値下がりしたものは、 天ぷら油(1，650ア)

30円 1庖、 20円 l居、サラダ油(1，650ア)50円 1居、 40円

1庖、 10円 1庖、日本海みそ25円 1庖、即席aめん (出前

一丁)10円1屈がありました。 LPガスでは 100円引き

上げた 1庖があったほか、灯油では値動きは認められま

せんでした。なお、昨年の同期に比べてみると LPガス、

灯油、バター、グルタミン酸ソーダを除きすべての品目

が値下がりしており物価は落付きを見せております。

今回の調査では、対象品目のいずれの品物も 豊富に出

回っており価格も 2月に比べ安定しております。

2月に比べて、値上がりしたものは、バター30円 1庖、

昧の素27円 1庖、 10円 1底、小麦粉13円 1居、がありま

4
司
左
の
表
中

O
印
は
毎
月
日
日
調
査
の
7
屈
の
平
均
価
格
で
す

3 5月0年平 j~J 51 年平 51年 51年 51年 3月における 1011月Ft5l f1F 1 
ロ'"ロ 目 メーカー ロ'"ロ 名 容量 1月均 2月平均 3月平均 最低~最高 3-43 土

?i't 糖 日 新 カ 、Y プ 1 kg 291円 284円 280円 276円 258-円 288同 97 % 
し よ つ 油 キ ツ コマン キ ッ コマン 2 t 420 400 400 400 385- 420 95 
食 用 t由 味 σ3 素 天プラ油 1，650 g 703 646 640 631 600- 650 90 

H 1/ 1/ 450 g 182 177 177 177 168- 185 97 
1/ 1/ サ ラダ油 1，650 g 808 727 714 700 630- 760 87 
麦 粉 日 清 フラワー 1 kg 131 128 128 130 118- 143 99 

即席めん 日月 星 明 星 18 番 85 g 44 37 37 37 35- 40 84 
1/ 日 清 出前一丁 100 g 48 42 42 39 38- 43 81 

乾 め ん 1/ A雪ち1 うどん 250g 55 54 54 52 45- 57 95 
み そ 日本海みそ ゃんのこうじみそ 1 kg 236 218 218 214 195- 240 91 
ノ〈 タ 雪 印乳業 雪 印北海道 225g 288 304 304 308 290- 328 107 
マーガリン 1/ 雪 印ソフト 225 g 207 188 188 188 168- 210 91 

1/ 味 σ3 素 マリーナソフト 225 g 206 169 174 173 150- 198 84 
ク7レタミン般ソーダ 1/ 味 σ3 素 120 g 217 211 217 223 198- 235 103 
食 酢 、、、 ツカ ン 、、、 ツカ ン 500mt 126 121 121 121 110- 135 96 
L P ガス 10kg 1，450 1，466 1，466 1，483 1，400-1，500 102 
士丁 油 18 t庖頭 598 704 706 706 666- 740 118 

1/ 200 t配達 6，550 7，583 7，600 7，600 7，400-7，800 116 

一一 10一一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 



水
道
料
金
は

口
座
払
い
で

4
月
か
ら
実
施
し
た
水
道
料
金
の
口

座
振
替
制
度
は
、
水
道
を
利
用
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
協
力
と
、
金
融
機
関
の

熱
心
な
援
助
に
よ
っ
て
、

3
月
末
で
千

五
百
件
に
達
す
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
給
水
戸
数
の
二

o
rに
当

り
、
予
想
以
上
の
好
成
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。ま
だ
、
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
預
金
通
帳
の
口
座
番
号

を
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
金
融
機
関
で
使

用
さ
れ
る
印
か
ん
と
水
道
料
金
の
領
収

書
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
か
、
水
道
局

の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
特
に
、

市
街
地
以
外
の
方
で
、
集
金
に
大
へ
ん

手
数
の
か
か
る
地
区
で
は
、
区
長
さ
ん

が
中
心
に
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
口
座
払

い
に
な
さ
る
よ
う
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の

犬の登録と

予防注射

。生後91日以上の犬は、毎年1回市

町村に申請して犬の登録をし艦札

を受け、春と秋に 2回狂犬病予防

注射を受けなければなりません。

市役所では次の日程で各地区の犬

の登録と予防注射を実地しますの

で犬を飼ってい る方はもよりの場

所で登録してください。

[>登録手数料300円(ただし 、避妊

手術を受けている犬は100円)

[>注射手数料wo円

広報うおづ
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規
定
に
よ
り
、
次
の
金
融
機
関
を
出
納

又
は
、
収
納
機
関
と
し
て
指
定
し
て
い

ま
す
。

1

出
納
取
扱
金
融
機
関

新
川
信
用
金
庫
本
庖
及
び
支
庖

2
収
納
取
扱
金
融
機
関

北
陸
銀
行
魚
津
支
庖

富
山
相
互
銀
行
魚
津
支
庖

富
山

銀

行

魚

津
支
庖

加
州
相
互
銀
行
魚
津
支
庖

魚
津
市
農
協
本
所
及
び
支
所

道
下
信
用
農
協
本
所
及
び
支
所

労
働
保
険
の

更
新
に
つ
い
て

(
5
月
日
固
ま
で
に
申
告
、
納
付
)

事
業
主
の
皆
さ
ん

労
働
保
険
の
日
年
度
概
算
保
険
料
と

印
年
度
確
定
保
険
料
の
申
告
納
付
を
し

て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
料
を

算
定
し
て
、
銀
行
等
の
窓
口
で
申
告
書

と
保
険
料
を
同
時
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
さ
き
に
富
山
労
働
基
準
局

か
ら
送
付
さ
れ
た
労
働
保
険
料
申
告
書

で
、
「
お
知
ら
せ
」を
参
考
に
し
て
、
も
よ

り
の
銀
行
か
、
郵
便
局
へ
早
め
に
申
告

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し

い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準
抗

督
署

(
E

n
l
0
5
7
9
)
へ
ど
う
ぞ

靴
民
鯨
な
ど
の
証
明、

交
付
手
数
料
を
改
正

一
件
一

O
O
円
に

こ
の
た
び
、
経
済
事
情
の
変
動
な
ど

に
よ
り
市
手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
、

4
月
1
日
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
手
数

料
金
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
付

証

明

一

件

に

つ

き

百

円

ω公
簿
、
図
而
、
印
鑑
に
関
す
る
閲

覧
又
は
照
合
一
件
に
つ
き
百
円

西布施連絡所

天神公民館

片貝連絡所

<>4月 1日(木)

9 U寺-9時30分

10時-10時30分

1111寺-12時

。4月2日(創
9時-9時30分

10時-1111寺

11U寺30分一12時

江口、江幡三次宅

石垣公民館

加積公民館

け
住
民
票
の
写
し一
件
に
つ
き

繊
維
産
業
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

富
山
県
内
繊
維
産
業
の
最
低
賃
金
が
、

3
月
出
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
か
ら
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O

県
内
の
繊
維
製
品
製
造
業
の
企
業

に
勤
務
し
、
製
造
業
に
係
る
業
務
に

従
事
す
る
者

一

日

二

、
O
八

O
円
(時
間
給
は
一

時
間
二
六

O
円
)

た
だ
し
、
縫
製
の
業
務
に
従
事
す

る
者
の
う
ち
雇
い
入
れ
後
六
か
月
未

満
、
ま
た
は
、
務
理
、
清
掃
な
ど
の

軽
易
な
業
務
に
従
事
す
る
者

一
日
一

、九
二
O
円
(
時
間
給
は
一

時
間
二
四
O
円
)

前
記
の
行
金
に
は
、
結
皆
勤
手
当
、

<>4月 3日佳)

911寺一10時 農協上野方支所

10時30分一1111寺30分

tH'，:小学校

f;~'， nt保健所

<> 4月4日(日)

911寺-12時

1 :)II.~'， -15時

魚津市役所

日カ青J誌社宅

経団福祉会館

<>4月 5日(目)

911寺-10時

10時30分一12時

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
を
含
ま
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

富
山
労
働
基
準
局

(
2

0
7
6
4
l
n
|
2
7
2
7
)
 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

百
円

市
民
交
通
傷
害

保
険
受
付
中

市
外
か
ら
の
通
勤
、
通
学
者
も

加
入
で
き
ま
す
。

保
険
は
申
し
込
み
の
時
点
か
ら
効

力
が
発
生
し
、
翌
年
の

3
月
白
日
ま

で
有
効
で
す
。

申
し
込
み
受
付
は
市
生
活
環
境
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。
(
宮
内
線
2
5
8

番
)

上中島連絡所

<>4月6日(火)

9 n寺-lOU寺

10時30分-1111寺

生活改善センタ-

1111寺30分 -12時30分

北山鉱泉

一一 11一一

<>' 4月 7日嗣

9 a寺-11時

13時-15時

大町小学校工業試験場

村木小学校



買
っ
て
く
、
だ
さ
い
。
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こまったときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりませんo

市民相談
物価問題等相談

日曜日を除き包日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

た
ば
こ
は
市
内
の
小
売
巴
で

行政相談

包月第T・第3木曜日
午後1時-4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

4月ア日目()・4月21目的()
5月6日体)・5月20日体)
午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内
魚津地方県民相談室

国
民
年
金
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が
老

齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気

・
ケ
ガ
の

た
め
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
日
常
の
生

活
に
非
常
に
不
自
由
を
き
た
す
よ
う
に

な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
不
幸
に
し

て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
本
人
や
遺
族

の
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、
つ
ぎ

年
金
の
請
求
は
早
め
に

J
」
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年金給付一覧表

等生
s
，aE
E
 

条給支年金の種類

保険料を25年以上(昭和5年4月1日以前に

生れた者は、年齢により 24年から10年に短縮)

納めた人が65歳になったとき

但し、 60歳から繰上げ請求もできる(5年年

金を除u
5年年金

10年年金 212，250円(月17，687円)

25年年金 339，600円(月28，300円)

156，000円(月13，000円)

老齢年金

た期間を合せて、 25年以上ある人が65歳にな

保険料を納めた期間と他の公的年金に加入し

ったとき

(期間短縮、繰上げ請求は老齢年金と同じ)

通算老齢年金

最近の l年以上保険料を納めている人が、病

気やケガをして身体障害者となったとき

1級障害 424，500円(月35，375円)
障害年金

人権相談

日曜日を除き包巴
午前9時から午後4時まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支局

税の相談

包月5日 .15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

の
よ
う
な
年
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
を
し
て
い
な
い
方
が
と
き
ど
き
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
は
、
本
人
か
ら
「
裁
定
の
請
求
」

が
あ
っ
て
初
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

2級障害 339，600円(月28，300円)

最近の l年以上保険料を納めている妻が夫を

亡くし、 18歳未満の子と一緒に生活している

とき
母子年金

子 l人のとき 339，600円(月28，300円)

最近の 1年以上保険料を納めている祖母や姉

が祖父や父を亡くし孫や弟妹と生活している

とき
準母子年金

子 1人のとき 339，600円(月28，300円)

心配ごと相談

月曜日を除き毎日
午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

内職相談

毎週、月 ・水 ・金曜日
午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

年
金
を
受
け
ら
れ
る
要
件
に
該
当
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
市

民
課
国
民
年
金
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

(
宮
内
線
2
3
2
番
)

最近の l年以上保険料を納めている父や母が

亡くなり 、18歳未満の子だけが残されたとき

遺児l人のとき 339，600円(月28，300円)

遺児年金

老齢年金を受ける資格のある夫が、年金を受

けずに亡くなったとき、妻に60歳から65歳に

なるまで支給、夫が受けられる老齢年金の半額

寡婦年金

3年以上保険料を納めた人が、年金を受けず

に死亡したときその遺族に

17，000円-52，000円

(付加保険料を 3年以上納めているときは、

上の額のXを加算)

死t一時金

奥
すさ
国すま
民めに
年る
金

奥
さ
ま

/
-

あ
な
だ
の
年
金
は
0
・

ご
家
庭
を
守
る
奥
さ
ま
、
あ
な
た
の

将
来
も
年
金
で
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

、
っ
カ
。

ご
主
人
の
年
金
が
あ
る
か
ら
と
思
っ

て
安
心
な
さ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ご
主
人
の
年
金
は
、
ご
主
人
の
も
の
、

奥
さ
ま
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
き
ま
自
身
の
年
金
は
、
あ
な
た
の

名
前
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

世
は
ま
さ
に
国
民
皆
年
金
の
時
代
で

す
。
主
人
が
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か

ら
と
い
っ
た
考
え
で
は
、
将
来
に
不
安

が
残
る
と
い
う
も
の
。
せ
っ
か
く
国
が

皆
さ
ん
の
た
め
に
も
、
つ
け
て
く
れ
た
制

度
で
す
。
菩
は
急
げ
、
お
気
付
に
な
っ

た
ら
迷
わ
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
昼
間
部
の
学
生
、

公
的
年
金
制
度
の
年
金
受
給
者
と
そ
の

配
偶
者
な
ど
で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九

歳
ま
で
の
日
本
国
民
で
あ
れ
ば
、
希
望

す
れ
ば
い
つ
で
も
自
由
に
加
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
や
め
た
い

と
き
は
い
つ
で
も
や
め
ら
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
か
ん
た
ん
で
す
。

市
役
所
の
市
民
課
国
民
年
金
係
に
申
し

で
て
く
だ
さ
い
。
係
が
必
要
な
手
続
き

を
し
て
き
し
あ
げ
ま
す
。
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|新しい明日をひらく公民館 l 
| 〔中央公民館の巻1m.

成人教室ご案内 (前期分)

中
央
公
民
館
は
、
今
の
と
こ
ろ
建
物

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

専
任
の
主
事
が

一

名
配
置
さ
れ
、
魚
津
公
民
館

(本
町

一

丁
目
3
番
2
号
、
魚
津
水
族
館
前
)
に

事
務
局
を
お

い
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
は
、
地
区
公
民
館
で
は
、

な
か
な
か
で
き
に
く
い

、
全
市
的
な
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

花
と
繰
で
魚
津
市
を
美
し
く
す
る
迎

~
科
一

一
勧
拘

~

T
品
目

、
¥
は
…
毛
・

・

「

円

配

…

.

0

、j
L

一マ
J

O
郎、，

t

一
除
S
子ゆ
J

・

4
2
H

，

t
‘
 

γ
て
科
科
制
一

一
回
請
ね
札
一

一5
一焚

，、

動

・
小
さ
な
親
切
運
動
の
推
進
等
着
々

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

又
、
次
の
よ
う
な
成
人
む
き
の
教
室

等
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

会
場
は
、
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
・

魚

津
公
民
館
等
、
市
の
施
設
を
利
用
し
ま

す
。
こ
れ
は
前
期
分
で
、
後
期
も
実
地

し
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
、

ハ
ガ
キ
に
希
望
教

氷室晶』教室
円 l¥i:l

~2B 曜 P刊 l ìO O

等nキ考古希ふ吟
世1依:¥二有苔くまて

主
名
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、
左

記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一

丁
目
叩
番
1
号

魚
津
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

又
は
、
魚
津
市
本
町
一丁
目
3
番
2
号

魚
津
市
中
央
公
民
館

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
人
あ
て
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

うち 、学者支

月1"-2~司

官賀川 ;R 号t~ ¥.:: 
7弘ef=-o) \~. 

守L幼史学紋
~ 1"'-ぇ回

平田守主~
よけ弐モタ"¥'.よく号、有t代

守子もて内問惣之、ニ
つ M て?守ソ令う
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あ
な
た
と
図
書
館

ω

こ

と

ば

の

本

年
度
は
じ
め
と
い
え
ば
、
進
学
、
就

職
の
時
期
。
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
若
い

人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
失
語
が
大
き
な
失
敗
に

結
び
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
毎
日
こ
と
ば
を
使

っ
て
い

ま
す
。

小
さ
い
時
か
ら
習
い

覚
え
た
国

語
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
使
う
の
に
、
特

別
の
苦
労
は
感
じ
な
い
の
が
普
通
で
し

ル品
、「J
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
ば
の
使
い
方
が
ま

ず
か
っ
た
り
、
不
適
当
で
あ

っ
た
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
を
ひ
き
起
こ

す
こ
と
も
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

話
が
通
じ
な
い
で
用
が
足
り
な
か
っ

た
、
誤
解
さ
れ
た
と
い
う
経
験
は
、
た

い
て
い
の

人
が
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

「
み
ご
と
な
話
術
」
(
宇
野
義
方
著
)

こ
の
本
は
簡
単
な
よ
う
で
見
落
と
さ

れ
が
ち
な
こ
と
ば
づ
か
い
の
基
本
を
イ

ン
ス
タ
ン
ト
に
の
べ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
魔
法
の
こ
と
ば
女
ど
う
ぞ

*
あ
り
が
と
う
*
ご
め
ん
な
さ
い

ア
メ
リ
カ
に
は
こ

の
一ニ
つ
の
言
葉
を

い
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
結
構
な
運
動
が

あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
近
頃
あ
い
さ
つ
を
い
わ
な
い

人
が
ふ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
低
限

度
必
要
な
あ
い
さ
つ
は
、
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
「
お
休
み
な
さ
い
」
「
い
た
だ

き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
「
い
っ
て
参

り
ま
す
」「
た
だ
今
」
の
六

つ
。

こ
の
ほ
か

「あ
り
が
と
う
」「
さ
よ
う

な
ら
」
が
加
わ
り
ま
す
。

相
手
の
話
に
対
し
て
こ
た
え
る
に
は

聞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
聞
き
上

手
話
し
上
手
」
(
下
重
暁
子
)
や、

「
人
を

動
か
す
話
術
」
(
鈴
木
健
二
)
「
言
葉
の
お

し
ゃ
れ
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
崩
れ
ゆ
く
日
本
語
」
「
日
本
語
の
起
源
」

も
興
味
深
い
本
で
す
。

図
書
館
に
入
っ
た
新
し
い
本

頭

の

洗

濯

矢

野
健
太
郎

星
の

ふ

る

さ

と

鈴

木

寿
々
子

こ
れ
が
透
析
の
食
生
活
で
す太
田
東
畑

糖
尿
病
の
食
事

栄
光
の
軌
跡

世

界

の

帆

船

中

村

日
本
洗
剤
公
害
レ
ポ
ー
ト

日
本
地
域
社
会
研
究
所
編

三
好

一

千

宗

左

棟

方

志

功

増

田

正

造

栄
久
庵
憲
司

金

田

石

城

セ

ス

キ

ン

児
玉

隆
也

扇
谷

正

造

小
皿
豆
皿

お
茶
の
四
季

わ
だ
ば
ゴ

ッ
ホ
に
な
る

能
を
た
の
し
む

台
所
道
具
の
歴
史

現
代
刻
字
講
座

1
・
2

若
き
未
亡
人

現
代
を
歩
く

桃
太
郎
の
教
訓

4
月
1
日
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
で

あ
ひ
る
の
子

水
上

和
夫
朝
子

会合占H

-R 

寸
本
を
家
に

合

「

|

|

|

借
り
て
い
く
に
は

け

市
内
に
在
住

・
在
勤

・
在
学
し
て
い

*
A
H
 

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
1
人

3
冊

以

*

内
2
週
間
本
を
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

い

お
貸
し
す
る
場
合
に
は
、
住
所
や
身
日

分
を
証
明
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

の

い

場
で
貸
出
し
の
登
録
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
日

手
続
き
は
簡
単
で
す
か
ら
、
ど

し

ど

合脅

し
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

合

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す

け
占
再会合会*

 

品
H*
 

A
H
 *
 

合*
 

会合品
H*
 

合*
 

ιH -R 
A
H
 -R 

合*
 

品
H*
 

占
H

-m 
占
H*
 

合占照合育会合品H*
 

合*
 

合

庸
夫

品
固

E
U
汀
1
沼

時
時

』
町

a
f叶
一

一供

時

げ

刊

日

)

イ

ia日
付

汚

O

m
や

~

ト

祝

た

量
圃
一
週
厳

令
wu

一

~
へ
時
制
し
間

以

卓
量
冨
会

下

3
包

問

ゅ
の
日
即

日
刊
巾

十
化

--aE民
市

し

時
間吋

u
m
自
いい
川

仙

図

市
紳

日
鵬

1
MM
削

佐々木大樹氏作観音像

宮川弘茂氏所蔵

4
月

1
日
か
ら
開
館
の
歴
史
民
俗

資
料
館
で
、
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
佐
々

木
大
樹
氏
や
、
大
正
年
代
の
長
谷
川
喜

十
郎
氏
を
は
じ
め
、
市
内
出
身
者
の
名

作
を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

東
金
時
男
氏
よ
り

黒
花
塗
の
短
冊

入
れ
を
寄
贈

こ
の
た
び
新
金
屋
一
丁
目
の
東
金
時

男
氏
よ
り
、
丹
精
を
こ
め
て
制
作
さ
れ

た
、
縦
U
H
J幻
横
日
付
ン
υ川
深

さ

4
H
J川

の
優
雅
な
黒
花
塗
の
短
冊
入
を
、
歴
史

民
俗
資
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 勉

以
上
の

人
以
外
の
方
に
は
そ
れ
ぞ

れ
各
家
庭
に
通
知
書
が
ま
い
り
ま
す
。

市
で
は
皆
さ
ん
方
の
全
員
に
通
知

し
ま
す
が
、
通
知
も
れ
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

マ
住
民
検
診
日
程

日7月5 日6月5 2日8月4 月
日

時半3時半i午後l 時半3時半1午後1 時半3時半i午後l 
時

間

公民館南町 絡連所経回 和夫宅 巻八倉
場実

所地

一区南町
町池向巨船町入

ニ町地ケ区@ 三ケー
対

一区
象

区 t也

@ 区

V
成
人
病
検
診

一一 14一一

一
般
住
民
検
診
と
同
時
に
成
人
病

検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な

る
の

は
お
歳
か
ら
似
歳
ま
で
の
方
で
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
医
師
に
よ
る
聴

打
診
等
を
行
い
ま
す
。
該
当
年
齢
の

方
は
、
成
人
関
係
疾
病
予
防
の
う
え

か
ら
も
ぜ
ひ
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。
今
年
、
成
人
病
検
診

を
行
う
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

魚
津
1
区、

2
区
、
4
区
、
本
江
、

片
員
、
村
木

9
1
口
区
、
住
吉
、
天

神
成
人
病
検
診
の
場
所
・
日
時
は
、

住
民
検
診
と
同
じ
で
す
。
⑧
の
マ
ー

ク
が
日
程
表
下
欄
に
つ
い

て
い

ま
す

か
ら
、
毎
月
の
広
報
を
注
意
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。



お
子
様
の
入
学

・
進
級
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

O
な
ん
で
も
さ
い
て
や
る
こ
と

子
供
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど

な

た

も

、

一

年

生

に

と

っ
て
、
学
校
は
今
ま
で

子
供
が
自
由
に
の
び
の
び
と
、
た
こ
が
、
の
世
界
と
は
異
な
っ
た
別
世
界
で
す
。

天
を
ぐ
ん
ぐ
ん
上
る
よ
う
に
育
っ
て
も
み
る
こ
と
、
き
く
こ
と
、
は
じ
め
て

ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
の
経
験
ば
か
り
で
す
。
珍
ら
し
く
て
仕

思
い
ま
す
。

方
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
経
験
を
だ
れ
か

た
こ
は
、
糸
に
よ
っ
て
、
あ
げ
手
に
に
話
し
た
い
の
で
す
。

つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
糸
が
き
れ
る
と
心
ゆ
く
ま
で
し
ゃ
べ
ら
せ
、
よ
く
き

陶
州
問
尚
樹
聞は
γ凶
附
回
以

V
M
W
H以
前
W
H
V
M
W樹
肌

Vωw岡
HYM曹
情
。
凶
輔
回
日
γ凶
M
間
同
V
W世
以

γ凶
W
向日
Y凶
剛
回
以

VM町
憎
HV

の
為
に
雄
は
担
卵
肢
と
呼
ば
れ
る
特
別

な
町
を
も
ち
、
そ
こ
に
卵
塊
を
つ
け
る

鈎
生
は
、
ク
ラ
ゲ
、
戸
サ
リ
、
ナ
マ
コ

な
ど
に
寄
生
す
る
も
の
ガ
多
く
、
生
長

す
る
と
自
由
生
活
を
す
る
。
世
界
に
約

五
百
種
知
ら
れ
、
富
山
湾
で
も
数
種
ガ

見
出
力
る
。
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然
節足動秒&(1)

内問
w
扮

φ
一
向

命才色町

墜
落
す
る
か
、
ど
こ
か
へ
と
ん
で
い

っ

て
し
ま
い
ま
す
。

た
こ
は
、
あ
げ
手
の
あ
や
つ
り
ぐ
あ

い
に
よ

っ
て
、
上
り
も
す
る
し
、
下
り

も
し
ま
す
。

今
月
は
、
主
と
し
て
新

一
年
生
の

親
の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

'しょ
、っ
。

た
こ

た
こ
あ
が
れ

天
ま
で
あ
が
れ

波
の
隠
や
か
な
日
に
海
岸
に
出
て
、

海
藻
の
聞
や
石
の
下
を
探
す
と
、
こ

の
珍
奇
な
動
物
ガ
見
伺
か
る
。
小
さ
な

体
に
異
常
に
長
い
8
本
の
町
と
4
個
の

目
を
も
ち
、
姿
は
陸
に
す
む
ク
モ
に
似

る
が
、
こ
れ
と
は
全
く
別
な
生
物
で
あ

る
。
卵
を
守
る
の
は
碓
の
仕
事
で
、
そ

モク、、、ウ

魚
津
水
族
館

い
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、

子
供
の
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
な
り
、

学
校
へ
の
期
待
感
の
高
ま
り

に
な
り
ま
す
。

O
お
ど
か
さ
ず
、
じ
よ
う
ず
に
ほ
め
て

や
る
こ
と
。

ほ
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
の
で

い
つ
も
、

「
あ
ら
、
じ
よ
う
ず
に
で
き
た

わ
ね
」
ば
か
り
で
は
、
子
ど
も
も
感
激

し
な
く
な
り
ま
す
。

ほ
め
ど
こ
ろ
を
決
め
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

「
引
き
出
し
を
、
ソ

ッ
と
見
せ
て
も

ら
っ
た
わ
よ
。
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る

わ
ね
」「
あ
ら

っ
、
こ
の

「
は
」
と
い
う
字
、

じ
よ
う
ず
に
書
け
て
る
わ
ね
。

「
は
」

と
い
う
字
は
む
つ
か
し
い
の
よ
へ
と
具

体
的
な
ほ
め
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
学
の
み
な
さ
ん
へ

よ
い
姿
勢
と
よ
い
学
習
環
境
で

目
を
守
り
ま
し
ょ
う

電
気
ス
タ
ン
ド
の
使
い
方

マ
け
い
光
灯
は
日
ワ

ッ
ト、

電
球
は
、

ωワ
ッ
ト
程
度
の
も
の
を
使
い
ま
し

ょ、っ
。

マ
直
接
光
が
目
に
入
ら
な
い
も
の
で
部

屋
全
体
の
あ
か
り
も
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
犯

で
灯
く
ら
い
の
明
視
距
離

(も
の

を
見
る
の
に
最
も
見
や
す
い
距
離
)

O
さ
し
ず
を
せ
ず
、
見
守
っ
て
や
る
こ

。

炉
」あ
ん
ま
り
あ
れ
こ
れ
親
が
さ
し
ず
を

し
な
い
で
、

子
供
が
迷
っ
て
い
る
と
き
、

不
安
が

っ
て
い
る
様
子
の
あ
る
と
き
、

そ
ん
な
時
に
助
言
を
し
て
や
れ
ば
よ
い

の
で
す
。

放
任
し
て
お
け
と
い
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
つ
け
な
ど
で
、
親
が
教
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
き
ち
ん
と

教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
欄
に
つ
い
て
、
ご
意
見
の
あ

る
方
、
ま
た
は
、
子
供
の
育
て
方
に

つ
い
て
迷
い
の
あ
る
方
は
、
次
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
釈
迦
堂

一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴

係
、
又
は
、
魚
津
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

を
保
つ
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
照
明
器
具
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

r(c誌 、

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

(
E
M
-
-
4
0
0
番
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見
え
な
い
ガ
ス

口
交
通
遺
児
福
祉
年
金
の
申
請

手
続
き
を

市
で
は
、
必
年
か
ら
交
通
遺
児
に
対

し
て
、
そ
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
遺
児
福
祉
年

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
の
は
、

4
月
1
日
現
在

で
市
内
に
居
住
す
る
義
務
教
育
終
了
前

の
交
通
遺
児
で
す
が
、
該
当
す
る
人
で

ま
だ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
お
ら
れ
な
い

方
は

、
生
活

環
境
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
は
、

一
人
に
付
き

一
万
二
千

円
で
、

5
月

5
日
の
「
子
供
の
日
」
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

口

市
の
支
払
い
が
口
座
振
替
払

い
に

日
年
度
か
ら
市
役
所
や
市
の
関
係
施

設
へ
納
入
さ
れ
た
物
品
代
金

・
工
事
金

等
の
す
べ
て
の
支
払
は
、
毎
月
お
目
、

債
権
者
の
指
定
さ
れ
た
銀
行
等
の
口
座

へ
振
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
協
力
を
ね
が
い
ま
す
。

皆
様
が
指
定
で
き
る
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

北
陸
銀
行

新
川
信
用
金
庫

富
山
銀
行

富
山
相
互
銀
行

加
州
相
互
銀
行

魚
津
市
農
業
協
同
組
合

道
下
信
用
農
業
協
同
組
合

経
団
信
用
農
業
協
同
組
合

口
4
月
の
街
頭
献
血
は

4
月
げ
日
に

に
お
い
が
し
だ
ら
再
点
横

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

4
月
げ
日

ω午
前
叩
時
か
ら
午
後

3
時

ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
前
広
場
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

の
納
期
は
五
月
に
延
び
ま
す

毎
年
、
固
定
資
産
税
第
一
期
と
軽
自

動
車
税
の
納
期
は
、

4
月
末
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

5
月

白
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

日
年
度
は
税
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
市
で
は
事
務
的
に
可
能
な
日

数
を
最
大
限
に
見
込
ん
で
、
検
討
し
た

結
果

5
月
訂
日
ま
で
納
期
を
延
期
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

ロ
く
み
と
り
の
変
更
手
続

。
市
内
転
居

@
市
外
転
出

。
水
洗

に
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
生
活
環

境
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①

変
更
の
手
続
き
は

市
内
転
居
さ
れ
る
場
合
で
転
居
先
も

く
み
と
り
が
必
要
な
場
合
は
、
伝
票

・

印
鑑
(認
印
)持
参
の
上
、
生
活
環
境
謀
、

で
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
地
区
に
よ
り
伝
票
の
町
番
や

整
理
番
号
が
違
う
た
め
で
、
転
居
前
の

伝
票
で
は
、
く
み
と
り
出
来
ま
せ
ん
か

ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
取
消
の
手
続
き
は

市
外
へ
転
出
、
あ
る
い
は
水
洗
に
変

更
さ
れ
た
と
き
又
は
、
く
み
と
り
が
必

要
で
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
伝
票
と
印

鑑
(認
印
)持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
で

取
消
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、
実
際

に
は
住
ん
で
い
な
い
の
に
、
あ
る
い
は
、

く
み
と
り
を
行
な
わ
な
い
の
に
、
料
金

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
又
、
他

の
人
が
そ
の
伝
票
を
使
っ
て
く
み
と
り

を
行
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
伝
票
の
所
有

者
に
料
金
が
か
か
る
事
に
な
り
ま
す
か

ら
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
環
境
課

(
宮
内
線
2
5
8
番
)
へ
ど
う
ぞ

口
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点
検

の
お
知
ら
せ

3
月
の
保
安
点
検
予
定
地
区
で
、
遅

れ
て
出
来
な
い
地
区
が
で
き
ま
し
た
の

で、

4
月
に
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

4
月
巡
回
点
検
予
定
地
区

並

木

町

鴨

川

町

港

町

諏
訪
町
詳
し

い
こ
と
は
、

富
山
県

L
P
ガ
ス

協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー

(
E
M
|
5
3
4
0
番
)

へ

口
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

お
見
せ
し
て
い
ま
す

日
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
と
な
る
固
定
資
産

(
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
)
課
税
台
帳
を
、
次
の
要
領

で
関
係
者
に
縦
覧
し
ま
す
の
で
《
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
見
せ
す
る
期
間
と
時
間

4
月
1
日
か
ら

4
月
初
日
ま
で
の

午
前

8
時
半
か
ら
午
後

5
時
ま
で
。

た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日

曜
日
は
除
き
ま
す
。

お
見
せ
す
る
場
所

市
役
所
税
務
課

ご
覧
に
な
れ
る
方

固
定
資
産
の
所
有
者

(
個
人
の
場
合

は
本
人
、
ま
た
は
法
定
代
理
人
、
法

人
の
場
合
は
資
産
を
管
理
す
る
職
に

あ
る
人
、
ま
た
は
事
務
担
当
者
)
と

納
税
管
理
人
(
所
有
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
方
)

審
査
の
申
出

台
帳
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
課
税
台
帳

登
録
事
項
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
、

魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

に
対
し
て
、
文
書
で
審
査
の
申
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
出
期
間

4
月
1
日
か
ら
4
月
初
日
ま
で

申
出
先
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局
(
市
税
務
課
資
産
税
係
)

口
電
話
工
事
の
申
込
み
は

早
め
に

転
居
、
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
転

す
る
と
き
や
、
お
庖
の
な
か
で
電
話
機

を
移
動
す
る
と
き
は

一
O
日
ぐ
ら
い
前

に
早
め
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は

(
g
n
l
1
0
0
0

番
)(
無
料
)

へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

第
三
六
五
号

V
成
人
病
健
康
相
談

合脅れ

マ

4
月
比
日
附
と

4
月
お
日
闘
い
ず

れ
れ
も
午
後

1
時
ぬ
分
1

3
時

A
H

マ
場
所

l
市
役
所
一
階
保
健
室

*
 

れ

V
成
人
病
健
康
教
室

合*

マ
4
月

7
日
附

・
午
前

9
時
却
分

i

M

ロ
時

日

マ

場

所

1
魚
津
保
健
所

村
成
人
病
食
実
習
と
試
食

品
H

マ
費
用

1
無
料

け
マ
エ
プ
ロ
ン

・
健
康
手
帳
を
ご
持
参

け
く
だ
さ
い
。
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